
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２６年７月２３日 

 

平成２６年度第４回定例記者会見のお知らせ 

 

 
日時：平成２６年７月３０日（水）１１：００～１２：００ 

 

場所：豊橋技術科学大学事務局３階 大会議室 

 

＜記者会見項目予定＞ 

①－顧問デザイナー髙橋正実氏デザインのNEWエコバッグ完成－ 

８月２３日〔土〕開催オープンキャンパスで大量配布！（別紙１参照） 

※髙橋正実氏記者会見出席予定 
 

② 男女共同参画推進ロゴマークの決定 

【オープンキャンパスでテクノガールズ交流】（別紙２参照） 

 

③ 農業を元気に！！ 

「食の６次産業化プロデューサー」の育成（別紙３参照） 

 

④ 次回の定例記者会見の開催日程について（別紙４参照） 

 

 多くの方々のご出席をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

＜本件連絡先＞ 

総務課広報係 萩平・高柳・小島 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 
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－顧問デザイナー髙橋正実氏デザインの NEW エコバッグ完成－ 

８月２３日〔土〕開催オープンキャンパスで大量配布！ 

 
 昨年度も大好評にて配布した豊橋技術科学大学オリジナルエコバッグを今年も８月２３日（土）

開催の第３１回オープンキャンパスにて先着１５００名に無料配布します。 
 
＜デザイナーエコバッグ＞ 

 

 昨年のものからデザインを一新し、豊橋技術科学大学のコミュニケーションマークを解体して

バッグ全体にちりばめられた斬新なデザインとして

います。ポリエステル素材でＡ４サイズがすっぽり

と収まる使い勝手のいいバッグです。 

 オープンキャンパス開催時に配布解禁となります。

是非オープンキャンパスに来場し、お洒落なバッグ

を手にして下さい。 

 

 

【髙橋正実氏の主な仕事】 

 

 

 

 

 

 

 

スガキヤ     東京スカイツリーエレベーター        成田空港第一旅客ターミナル      本学ロゴスツール 

ラーメンフォーク 基本コンセプト構築、内装デザイン      中央ビル空間デザイン 

 

 

 

 



＜別紙１＞ 
 

 

【髙橋正実（たかはし まさみ）氏のプロフィール】 

クリエイティブディレクター・アートディレクター・デザイナー（MASAMI DESIGN代表） 

MASAMI DESIGN http://www.masamidesign.co.jp/ 

コンセプトワークを得意とするところから、グラフィック、パッケージ、プロダクト、空間、科学

研究分野、ブランディング、コンサルティング、地域開発、執筆等多岐に渡り、分野を超えたスタ

イルで仕事を行っています。 

 

＜第３１回オープンキャンパス＞ 

 
 ここ数年、右肩上がりで来場者が増えている本学のオー

プンキャンパスは昨年度、過去最高の２４９０名を動員し

ました。 

 今年も数多くの方々にご満足いただけるよう、パワーア

ップしたイベントを多数用意しています。 

 

【プログラム（一部）】 

・最新の入試案内・模擬授業（高校生向け） 

・小学生向け体験学習教室（家族向け） 

・現役学生による何でも相談コーナー 

・約90の研究室・研究所や施設を一挙公開 

・ギカダイが誇るロボット実演 

 

 今年のポスターも昨年に引き続き、髙橋正実氏のデザイ

ンです。 

 

高校生、高専生はもちろん、どなたでも 

楽しめるイベントをご用意しています。 

皆様、お誘い合わせの上、来て・見て・ 

体験して下さい。 

ご来場お待ちしています。 

 

【オープンキャンパス特設サイト】 

http://www.tut.ac.jp/exam/opencampus/opencampus2014/ 

 

 

本件に関する問い合わせ先： 

総務課広報係 高柳・小島 TEL 0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 
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本学における男女共同参画推進を教職員・学生の皆さんと考える機会づくりとするため、

今回、男女共同参画のロゴマークを募集し、決定しました。 
 

＜ロゴマーク募集の経緯＞ 

本学における女性教員比率（助手を除く）は、5.8％で 86の国立大学中 82 位という状況です。［（社）

国立大学協会「国立大学における男女共同参画推進の実施の関する第10回追跡調査報告書（H26.1.10）」 
 こうした状況を本学の教職員・学生の皆さんに知っていただくとともに、今後の男女共同参画推進

に関心を持っていただくため、男女共同参画のロゴマークを学内で募集したところ、約２ケ月間で 19

作品（内 11 名が学生）の応募がありました。 

 書類審査には、本学顧問デザイナーである髙橋正実氏にもアドバイザーとして、参加をお願いしま

した。 
 ７月 28日（月）に、本学男女共同参画推進ロゴマークが決定し、定例記者会見にて決定したロゴマ

ークを披露いたします。 

＜男女共同参画推進に向けて＞ 

今後は、決定したロゴマークを教職員・学生の皆さんに周知するとともに、以下のような男女共同参画

推進の活動を積極的に行っていきます。 

・ロゴマークのシールを作成し、オープンキャンパス参加研究室及び参加者に配布します。 

・男女共同参画推進のために、関連する情報を提供し、「見える化」を行います。 

・特別講演等を開催し、男女共同参画推進のための意識改革・啓発活動を積極的に行っていきます。 

【男女共同参画推進室ＵＲＬ】 

http://www.equal.tut.ac.jp/ 

 

【オープンキャンパスでテクノガールズ交流】 

オープンキャンパスでは、本学女子学生の研究活動を知ってもらうために、研究成果のポスター展示を行

います。また以下の時間帯では、「キャリアデザイン・カフェ」を開催します。 

現在、社会で活躍している本学女子卒業生をロールモデルとしてお招きして、本学女子学生・研究者や未

来のテクノガールズを目指す女子中・高校生・高専生等との交流の場を提供します。 

■日時：平成２６年８月２３日（土）１３：００－１４：００ 

■場所：本学講義棟Ａ－２０７ 

■講師：大塚 香氏（1998年度本学建設工学専攻修了 旧姓：舟橋） 

国土交通省 中部地方整備局 港湾事業企画課 施設維持管理係長 

■目的：女性ゆえの苦労談や、参加者からの疑問にも応えていただき、インタラクティブな対談を通じて、

キャリアパスにそびえる壁を乗り越える勇気と知恵を学び、交流しましょう。 

 

本件に関する連絡先 

担当者 男女共同参画推進室 山口 TEL:0532-44-6502 

広報担当：総務課広報係 高柳・小島 TEL:0532-44-6506 

男女共同参画推進ロゴマークの決定 
【オープンキャンパスでテクノガールズ交流】 
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< データで見る女性の活躍 >	


豊橋技術科学⼤大学は、修学、教育・研究お
よび⼤大学運営等あらゆる場⾯面において、男
⼥女女が互いを尊重し、それぞれが個性と能⼒力力
を発揮できる活⼒力力あるキャンパスを実現す
るため、「豊橋技術科学⼤大学・男⼥女女共同参
画宣⾔言EQUAL」を掲げて男⼥女女共同参画を
推進します。�
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講師：　 舟橋 香 様
　（1998年 豊橋技科大・建設工学専攻修了）
国土交通省 中部地方整備局
港湾事業企画課  施設維持管理係長

日本と世界との架け橋になり
たくさんの人に喜ばれる
「港つくり」(仮題）

社会で活躍する本学の⼥女女性卒業⽣生をお招きして、理理系・技術
系⼥女女性が男性の多い職場でキャリアを積み重ねる楽しさ、苦
労談、失敗談、これからの若若い⼥女女性へのアドバイスなどをお
話頂きます。皆様と楽しく語り合いましょう！�

テクノガールズって�
こんな⾵風に活躍�
しているんだ�

�

超  カッケー  !!�

13:00-­‐14:00	
  
A-­‐207教室

活躍するテクノガールズ�

豊橋技術科学⼤大学  オープンキャンパス  �
2014年年8⽉月23⽇日（⼟土）開催！�

The 31st OPEN CAMPUS       2014.08.23 Saturday   10:00 – 16:00�
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豊橋技術科学大学先端農業・バイオリサーチセンターでは、平成 24年度、25 年度

に引き続き、本年度も「東海地域の６次産業化推進人材育成」事業を実施します。 

本事業は、農林水産業（１次産業）と加工（２次産業）、流通・販売・サービス（３

次産業）との一体化や連携（６次産業化）により、農業の振興や地域の活性化を推進

する人材を育成するものです。 

この人材育成は、内閣府の新資格制度（キャリア段位制度）「食の６次産業化プロ

デューサー」のレベル１～３に認証されています。現在、このキャリア段位にはレベ

ル１～４がありますが、人材育成機関としてはレベル３の認証が最高位です。 

＊内閣府は、職業能力の実践的な評価・認定制度として、「食の６次産業化プロデューサー」、 

「介護人材」、「カーボンマネージャー」の３つについて、キャリア段位制度を実施してい 

ます。 

 

今年度の募集については以下のとおりです。 

○定員   20 名 

○受講期間 土日を中心に、１０月４日(土)から２月７日(金)までの５か月間 

○募集期間 ８月７日(木)から９月１２日(金) 

○受講料  無料 

 

本プログラムを修了し、申請すれば国家認定が受けられ、「食の６次産業化プロデ

ューサー」として、東海地域の農業の振興、ひいては、地域の活性化に大きく貢献す

ることが期待されます。 

 

なお、本学のオープンキャンパス（８月２３日(土)）において、「植物工場と６次

産業化」をテーマにシンポジウムを行いますので、ぜひご参加ください。 

 

詳しくは、 

■先端農業・バイオリサーチセンター事務局（TEL:0532-44-6655、FAX:0532-81-5108） 

までお問い合わせください。 

 

 

本件に関する連絡先 

担当者：先端農業・バイオリサーチセンター 特任教授 三枝正彦 TEL:0532-44-6655 

広報担当：総務課広報係 TEL:0532-44-6506 

農業を元気に！！ 

「食の６次産業化プロデューサー」の育成 
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平成２６年度 定例記者会見日程予定 
   

   第１回  平成２６年 ４月１６日（水）１１：００～ 

   第２回  平成２６年 ５月２８日（水）１１：００～ 

   第３回  平成２６年 ６月１１日（水）１１：００～ 

   第４回  平成２６年 ７月３０日（水）１１：００～ 

   第５回  平成２６年 ９月２４日（水）１１：００～ 

   第６回  平成２６年１０月１５日（水）１１：００～ 

   第７回  平成２６年１１月１９日（水）１１：００～ 

   第８回  平成２６年１２月１７日（水）１１：００～ 

   第９回  平成２７年 １月２１日（水）１１：００～ 

第 10 回  平成２７年 ２月１８日（水）１１：００～ 

第 11 回  平成２７年 ３月１１日（水）１１：００～ 

 

 場所はすべて本学大会議室（事務局３階）を予定しています。場所、

日程は現時点での予定であり、都合によって変更の場合があります。定

例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。 

                             以上 




